
　

上
ノ
国
町
は
、
今
か
ら
５０
年

前
で
あ
る
昭
和
４２
年
３
月
１
日
、

町
制
が
施
行
さ
れ
今
日
に
至
り

ま
す
。

　

町
制
は
、
前
年
の
村
議
会
で

の
議
決
に
よ
り
、
当
時
上
ノ
国

地
区
に
あ
っ
た
村
役
場
庁
舎
内

に
て
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
５０
年
、
ま
ち
で
は

様
々
な
も
の
が
生
ま
れ
、
ま
た

消
え
て
い
き
ま
し
た
が
、
今
日

を
生
き
る
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま

で
の
ま
ち
の
記
憶
を
継
承
し
、

さ
ら
に
未
来
へ
と
繋
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
上
ノ
国
の

大
き
な
転
機
と
な
っ
た
町
制
施

行
５０
年
史
に
焦
点
を
当
て
、
改

め
て
そ
れ
ら
を
見
つ
め
直
し
、

こ
れ
か
ら
の
５０
年
に
繋
げ
る
礎

と
し
て
、
本
町
の
歩
み
を
年
表

や
当
時
の
写
真
を
用
い
て
ご
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

１
１
８
９
年　

源
頼
朝
の
奥
州
征
伐
に

　
　
　
　
　
　

よ
り
多
数
夷
島
に
渡
海

１
４
４
３
年　

真
言
宗
上
国
寺
草
創

１
４
５
４
年　

武
田
信
廣
、
夷
島
に
渡
海

１
４
５
７
年　

武
田
信
廣
、
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
を
討
つ

１
７
４
１
年　

大
島
爆
発
、
大
津
波
に
よ
り

　
　
　
　
　
　

死
者
１
，
４
６
７
人

明
治
元
年　

明
治
維
新

明
治
11
年　

勝
山
小
学
校
開
校

明
治
12
年　

上
ノ
国
村
内
に
３
戸
長
役
場
設
置

明
治
33
年　

勝
山
小
学
校
湯
ノ
岱
分
校
開
校

明
治
35
年　

上
ノ
国
外
六
ヶ
村
を
合
わ
せ
て

　
　
　
　
　
上
ノ
国
村
と
し
、
二
級
町
村
制
施
行

大
正
９
年　

悪
性
流
行
感
冒
で
死
者
１
１
６
名

昭
和
10
年　

国
鉄
江
差
線
、
湯
ノ
岱
ま
で
開
通

　
　
　
　
　
（
翌
年
全
線
開
通
）

昭
和
14
年　

今
井
石
崎
鉱
山
、八
田
鉱
山
（
中
外
鉱
山
）

　
　
　
　
　

が
マ
ン
ガ
ン
鉱
開
発
に
着
手

昭
和
24
年　

早
川
道
路
（
石
崎
～
中
外
）
開
通

昭
和
27
年　

藤
信
鉱
業
桂
岡
鉱
山
が
鉄
鉱
採
掘
開
始

昭
和
31
年　

松
崎
岩
穂
著
上
ノ
国
村
史
が
発
刊

昭
和
32
年　

汐
吹
漁
港
完
成

昭
和
33
年　

天
の
川
永
久
橋
開
通

昭
和
35
年　

花
沢
館
跡
、
道
史
跡
に
指
定

昭
和
37
年　

松
崎
岩
穂
著
続
上
ノ
国
村
史
が
刊
行

　
　
　
　
　

吉
堀
ト
ン
ネ
ル
完
成

昭
和
39
年　

夷
王
山
墳
墓
群
発
掘
調
査
が
実
施

昭
和
41
年　

夷
王
山
墳
墓
群
が
道
史
跡
に
指
定

明治以前

旧若葉小学校校舎（中外地区）

国鉄上ノ国駅での下車風景

旧役場庁舎窓口の様子

夷王山まつりのモトクロス

石
崎
漁
港
改
修
記
念
式
典
の
行
列

旧役場庁舎

上ノ国地区簡易郵便局前の舗装の様子

当時の木ノ子地区国道

町制施行記念パレード

汐吹漁港

湯ノ岱スキー場

昭
和45

昭
和46

昭
和47

昭
和45

昭
和45

昭
和43

昭
和45

昭
和43

昭
和42

昭
和42

昭
和42

町制宣言の瞬間

村役場看板を町役場へ 水田が目立つ大留地区

昭
和42

昭
和42

昭
和42

昭和４１年～明治

年
表　

上
ノ
国
史

町
制
施
行
５０
周
年
特
集

町
制
施
行
５０
周
年
特
集

1960年 1950年 1940年 1920年 1900年 1870年 1800年　　～　　　　　

昭
和
42
年
３
月
１
日
、

　

上
ノ
国
村
か
ら
上
ノ
国
町
へ

昭
和
42
年
３
月
１
日
、

　

上
ノ
国
村
か
ら
上
ノ
国
町
へ
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